
働く世代の女性支援のためのがん検診未受診者緊急支援事業 平成２７年度概算要求額：６４百万円宿泊型新保健指導試行事業 Q＆A集

Q：宿泊型新保健指導（スマート・ライフ・ステイ）プログラムの実施における留
意事項

A：食事、運動等、多くの専門職が関わるプログラムであるため、多職種間の連携
が重要となります。
プログラム管理者※が宿泊地に同行し多職種の連携を図りながら、参加者に保健

指導プログラムを提供することが必要です。
※プログラムの実施場所で、プログラムの評価を行い、必要に応じて適切にプログラム内容を

修正し、実施内容に関するトラブル等に対応することが可能な十分な経験を有する保健指導
実施者（医師、保健師、管理栄養士等）の統括者
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